
資料１

・有収率は７９．０％で、給水する水量と料金として収入のあった水量との比率となっており、昨年と比較
し０．２P上昇しております。
・経常収支比率は９９．７％で、100％を下回っていますが、維持管理費や減価償却費、企業債利息等
費用の減により、前年度に比べて１．７P増加しました。

・丹波市では約２万６千世帯が利用されており、世帯数は増加傾向にあります。
・上水道の普及率は９９．５％です。
・市内１７カ所の浄水場で水道水を作っています。

・水道料金収入１３．８億円と一般会計からの繰入金４．２億円を財源として事業を運営しています。
・水道料金収納率は、９６．３％と昨年度より０．１P上昇してますが、更なる収納率の向上を目指しま
す。

数字で見る丹波市水道事業会計
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